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兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い

・
兵
庫
県
高
齢
者
の
集
い

・
兵
庫
県
知
事
と
の
意
見
交
換
会

・
知
事
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

致
し
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
が
十

分
見
え
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
。
活
発
な
活
動
を
さ
れ

て
い
る
ク
ラ
ブ
の
取
り
組
み

や
事
業
を
冊
子
や
Ｈ
Ｐ
で
発

信
し
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在

感
を
示
す
必
要
が
あ
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ

い
て
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
会

員
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
内
容
を
魅
力
あ
る

も
の
に
す
る
た
め
、
ス
マ
ホ

講
習
会
や
カ
ラ
オ
ケ
教
室
な

ど
、
高
齢
者
の
関
心
の
あ
る

事
業
に
取
り
組
ま
れ
て
は
ど
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老人クラブの存在感を
� 示す取組みを

知 事 か ら の コ メ ン ト

う
か
。

　

運
転
免
許
の
年
齢
制
限
に

つ
い
て
は
反
対
で
あ
る
。
免
許

の
返
納
に
つ
い
て
は
高
齢
者
自

身
の
状
況
に
応
じ
、
自
主
的

に
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
は
。

　

災
害
時
の
高
齢
者
の
避
難

に
関
し
、高
齢
者
の
中
に
は
、

お
一
人
で
避
難
で
き
な
い
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
。

　
県
で
は
、
そ
の
人
の
状
況
に

応
じ
、「
い
つ
、ど
こ
へ
、誰
が
、

ど
の
よ
う
な
方
法
で
」
避
難
す

る
か
と
い
う
個
別
の
避
難
計

画
を
策
定
す
る
モ
デ
ル
事
業

を
県
全
域
で
実
施
し
て
い
る
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
を
、

単
位
ク
ラ
ブ
当
た
り
か
ら
会

員
数
に
応
じ
た
も
の
に
改
め

る
と
い
う
提
案
は
、
国
庫
補

助
事
業
で
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
県
単
独
の
補
助

事
業
な
ら
、
必
ず
し
も
国
と

同
じ
考
え
方
に
す
る
必
要
も

な
い
。
そ
の
よ
う
に
す
べ
き

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
冷

静
に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

　

ま
た
、
県
施
設
料
金
に
関

し
、
現
在
の
高
齢
者
の
割
引

に
加
え
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

の
割
引
を
上
乗
せ
す
る
提
案

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
か
ど

う
か
を
含
め
て
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

女性委員会 県老連副会長　小森 千加子（猪名川町）

　運転免許更新時における認知機能検査について、検査の予約がなか
なかとれず、更新期限に間に合いそうにないとの話を度々聞きます。
　この講習は、70歳以上の高齢ドライバーに義務付
けられたもので、今後もその対象者は増加するもの
と思われますが、県として何か有効な対策はないので
しょうか。また、県下６カ所にある免許更新センター
に、検査や筆記試験会場を併設して、教習所の負担の
軽減をすることはできないでしょうか？

運転免許更新時の認知機能検査・高齢者講習について

県老連副会長　平松 勤志（淡路市）淡路ブロック

　老人クラブに加入勧誘を行っても、どんなメリットがあるのかと聞
き返されることが多いです。私たちも魅力ある老人クラブ活動に取り

組んでいきますが、一つの提案として、
県の所管する施設などの使用料や入園
（館）料といった諸々の料金において、
「老人クラブ料金」を設けていただき、
通常の高齢者より少し低めに設定いた
だくことは可能でしょうか。

県所管施設等における「老人クラブ料金」の設定について

県老連理事　中辻 　剛（丹波市）丹波ブロック

　台風、地震、大雨などの自然災害が多発しています。昨年は、７月
豪雨で多くの高齢者が犠牲となっています。
　自分の命は、自分で守るという姿勢は持ち続けますが、高齢者・要
介護者の早期避難などについて、どう取り組んでいこうとされるのか、
お伺いします。

災害時の高齢者の避難方法等について

県老連理事　岡島 康治（新温泉町）但馬ブロック

❶�但馬ブロックとして、昨年に続き、地域医療に対
する県のさらなるご支援をお願い致します。
❷�今年は、猪・鹿・アライグマ・ハクビシンなどの
動物による農作物被害が急激に増加してきていま
す。年金のみの高齢者では、大掛かりな防護柵設
置の経費の捻出は不可能です。そこで、県主導に
よる広域的、抜本的な獣の駆除・防御対策をお願
いします。

地域医療に対する県の支援と野生鳥獣被害への対策について

県老連理事　新田 俊一（佐用町）西播磨ブロック

　新地域支援事業が始まり、地域や高齢者同士の助け合いが期待され
るようになりました。しかし、この制度について、果たしてどのくら
いの人が理解しているでしょうか。この制度のメリット・デメリット
の両方をしっかりと説明することで、『健康・友愛・奉仕』が、今まさ
に求められていることが分かってもらえるのではないかと思います。
　どうか行政として、この新制度を広めていただくようお願いします。
私たちも、“だから老人クラブが必要なんだ！”とＰＲしていきたいと
思います。

新地域支援事業の普及・啓発について

若手委員会 県老連副会長　吉田 明生（西脇市）

　人生100年時代、以前にもまして健康寿命の大切さが求められていま
す。健康寿命をのばす妙薬があるとすれば「笑い」ではないでしょうか。
その笑いこそ各単位老人クラブの活動にあります。心の健康も老人クラ
ブの持ち味です。今後の老人クラブは健康づくりを柱としてやっていこう
と考えています。介護予防、認知症予防など、老人クラブと医療や福祉
行政との連携はますます大切になってきます。そこで、私たち老人クラブ
は、自分たちで工夫し活動の PRに努めていきますが、機会あるごとに、
知事や行政から老人クラブに期待する点を発信してもらえれば幸いです。

知事・県政から「老人クラブへの期待」メッセージの発信について

　
兵
庫
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
役
員
か
ら
の
発
言
に
対

し
、
井
戸
知
事
か
ら
、
次
の

よ
う
な
助
言
や
提
案
を
頂
戴


